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国頭礫層土壌における牧草のマンガン吸収と
石灰施用の影響

大屋弘

（琉球大学農芸化学科）

KazuhiroOYA：ManganeseContentofPangolagrassａｓ
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前報9)の実験で使用された土壌及び同実験で得られた

植物材料（パンゴラグラス）をこ上で供試した．すなわ

ち国頭礫層土壌（ｐＨ4.65）の石灰区には10ａ当り33ﾕkｇ

の炭酸石灰が施用きれ，泥灰岩土壌には石灰区は設けら

れなかった．供試土壌の化学的性質については前報に記

載したがpH及び易還元性マンガン含量については第１

表のとおりである．

第１表供試土壌のｐＨ及び易還元性マンガン含量

Ｉはじめに

土壌の酸性をきよう正し作物の増収を図ろために，酸

性土壌に石灰を施用することは，一般に行なわれている

農作業である．石灰施用が作物の生育を良好にし，増収

をもたらすことは多くの実例によって示されており，こ

のことは沖縄においても例外ではない4)．然し他方にお

いて石灰施用が土壌の微量要素を不可吸態化する効果に

ついても報告がある7,11)．アルカリ性の土壌あるいは

石灰を施用した土壌において植物に欠乏の起るおそれの

ある微量元素はマンガン，ほう素，銅，亜鉛など'2)で

あるが，中でもマンガンについては広く知られていろ．

沖縄本島の北部地帯においては国頭礫層及び粘板岩を

母材とする酸性土壌が多く，石灰施用が勧められてい

ろ．しかしこれらの土壌は一般に植物養分の含量2)が低

く,その上石灰施用に伴いマンガン不可吸態化の問題が

じゃっ起することが予想される．

沖縄本島各地に生育する草類のマンガン含量8)は草の

種類及び生育地によって異なり，４～600ｐｐｍの広範

囲に亘るが，これが土壌のマンガン含量及び施肥などと

の関係において調査されたものはないようである．

こ人では酸性の国頭礫層土壌に石灰を施用した場合，

牧草のマンガン吸収がどのように影騨されるか，またア

ルカリ性の泥灰岩土壌においてはどのような状態である

かについて実験を行なった．
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２．マンガンの定量法

易還元性マンガンは風乾土壌2Ｍに0.2％のハイドロ

キノンを含む中性規定酢酸アンモニア液250"′で浸出し

て，過よう素ソーダを用いて発色し，比色計で測定し

た．植物体中のマンガンは粉砕試料皿をHNO3-H2SO4

HC104酸混合液で分解し，得られた液を蒸発乾こして

過よう素酸ソーダで発色して測定した．

Ⅲ実験結果及び考察

供試植物パンゴラグラスのマンガン含量は第２表のと

おりである．

１実験材料及び方法

１．実験土壌及び植物
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マンガン含量は泥灰岩土壌に栽培したパンゴラグラス

において最も高く，平均39.0ｐｐｍを示した国頭礫層

土壌に栽培したものでは，泥灰岩土壌に栽培したものよ

り少なく，平均含量は泥灰岩土壌に栽培したもの人半分

以下であった．石灰区と無石灰区を比較すると石灰区に

おいてや上増加している．

マンガンは酸性土壌中で活性であり，アルカリ性土壌

中では不活性であるといわれ'２)，酸性土壌に生育する

植物のマンガン含量はアルカリ性土壌または石灰施用を

受けた土壌に生育する植物のそれより高いことはシャー

マン'1)やモリス7)の実験によって示されるところであ

る・ししかこ上で得られた結果はアルカリ性の泥灰岩土

壌に栽培されたグラスに高いマンガン含量が示された．

土壌マンガンの可吸度に関係のある要因として，土壌

の反応，酸化還元状態，水分状態，温度，微生物の作用

など')が考えられるが，植物のマンガン吸収量について

は培地のマンガン含量が密接に関係するものである5,

11)．鎮西2)，鎮西及び島田8)らによると沖縄本島士壌

の化学成分はその母材料によって著しい特徴があるよう

に見られ，泥灰岩士壌はアルカリ性であるにも力>よわら

ず酸性の国頭礫層土壌や粘板岩土壌よりマンガ3,その他

の微量元素を豊富に含んでいろ．このことは第l表の易

還元性マンガンについても示されており，この実験で得

られた結果は土壌のマンガン含量が顕著に影響したので

はないかと考えられる．

国頭礫層土壌においてパンゴラグラスのマンガン吸収

が石灰区において高い傾向を示したことは，石灰施用に

よる反応きよう正の結果，グラスの旺盛な生育すなわち

養分吸収が行なわれたと考えられる．しかしこれは興味

のある事実であり，なお詳細な実験を行なって確める必

要があると思われろ．なお土壌が酸性の場合，マンガン

の活性度が増加することは，同元素の流失を容易にする

ことにもなる．供試された土壌の場合は易還元性マンガ

ンはとほんど検出されず，マンガン含量は非常に低いの

で，この土壌のマンガン含量そのものに注意を払う必要

があると考えられる．

植物が健全な生育をするためには，土壌に易還元性マ

ンガンが40ｐｐｍ以上，特にアルカリ性土壌ではユ００

ｐｐｍ以上存在することが必要であるといわれ，また麦

類では葉中に２０ｐｐｍ以上のマンガンが含まれないとマ

ンガン欠乏症が現われろといわれる6)．このようなこと

から供試された泥灰岩土壌のマンガンについては充分に

肥沃性が高いと思われるが，国頭礫層土壌の場合は作物

にマンガン欠乏の起こる可能性が考えられる．

要約

１．前報で行なった実験に使用した土壌及び同実験で得

られたパンゴラグラスについてマンガン含量を調べた

２．易還元性マンガン含量は泥灰岩土壌に多く，国頭礫

屑士壌にはほとんど検出されなかった．

３．パンゴラグラスのマンガン含量は泥灰岩土壌におい

て最も高く，平均39.0ｐｐｍであった．国頭礫層土壌に

栽培したものでは無石灰区で平均n.７，石灰区で15.4

ｐｐｍの含量であった．

４．国頭礫層土壌において石灰区のグラスが無石灰区の

ものに比べてマンガン含量が高いことについてはなお詳

細な実験をして検討することが必要と考えられた．
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Summqry

Pangolagrassobtainedfromthepreviousexperi‐

ｍｅｎｔｏｆｌｉｍｉｎｇｗａｓａｎａｌｙｚｅｄｆｏｒｉｔｓｍanganese

content，Theexperimentalresultanddiscussion

madewereasfollows：
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l)ThepangolagrassgrownontheShimajiriclay

soiLofwhichpHwas8・Oandeasilyreducible

manganesewaｓ241,2ｐｐｍ，contained39・Oppmof

manganesemaverage、

2）ＴｈｅｇｒａｓｓｇｒｏｗｎｏｎｔｈｅｌｉｍｅｄＫｕｎｉｇａｍigravel

soilcontained15.4ppmofmanganese，ｂｕｔｔｈｅ

ｇｒａｓｓｆｒｏｍｔｈｅｎｏｎ－１ｉｍｅｄＫｕｎigamigravelsoil

containedlL7ppminaverage・Easilyreducible

manganeseintheKunigamigravelsoilwasfound

ａｓｌｏｗａｓｂｅｌｏｗＬＯｐｐｍ、

3）Itwasconsideredreasonablethatthegrass

absorbedmoremanganesefromtheShimajiriclay

soilcontainingmuchmanganese，ｔｈｏｕｇｈｔｈｅｐＨｏｆ

ｔｈｅｓｏｉｌｗａｓｈｉｇｈｌｔｗas，however，consideredthat

detailedstudyonmanganeseuptakeofthegrassin

relatｉｏｎｔｏｌｉｍｉｎｇｏｎｔｈｅＫｕｎｉｇａｍｉｇｒavelsoilwas

necessary，ｆｏｒｔｈｅｒｅｓｕｌｔｃａｍｅｏｕｔｃｏｎｔｒａｒＶｔｏ

generalbelief．


